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RECYCLEPAPER
―森 林資源を 大切に ―

区

制

60

周

年

記

念

「
足

立

60

景
」

こ
こ
が
私
の
〝ふ
る
さ
と
足
立
〟

6
0
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ふ
だ
ん
な
に
げ
な
く
眺
め
て
い
る
"
ま
ち

の
風
景
‰

道
や
ま
ち
並
み
、
み
ど
り
、
水
辺

…
。
そ
こ
に
は
、
長
い
歴
史
と
日
々
の
暮
ら

し
の
中
で
つ
く
ら
れ
て
き
た
様
々
な
風
景
か

あ
り
ま
す
。
今
年
、
足
立
区
は
区
制
6
0周
年

を
迎
え
ま
す
。
区
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て

「
足
立
6
0景
」
を
制
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の

。心
の

ふ
る
さ
と
"
と
も
い
う
べ
き
足
立
の
風
景
・

風
物
な
ど
を
選
定
し
、
区
の
内
外
に
広
く
P
R

、
区
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
区
内
観
光
の

活
性
化
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

今
回
、
こ
の
「
足
立
6
0景
」
制
定
に
、
区
民

の
皆
さ
ん
の
意
向
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
応

募
ハ
ガ
キ
に
よ
る
「
意
向
調
査
」
を
行
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
結
果
を
参
考
に
、
公
募

委
員
を
含
む
選
定
委
員
会
で
選
定
し
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
応
募
は
1
月
3
1日
ま
で
に
】

昭
和
7

年
1
0
り
に
、
雨
足
立
郡
の
3
町
と
7

力
村
が
一
つ
に
な
っ
て
、
足
尓
区
が
誕
生
。

こ
の
と
き
か
ら
数
え
て
、
今
年
が
6
0周
年
目

に
あ
た
り
ま
す
。

区
で
は
、
こ
の
「
区
制
6
0川
年
」
を
記
念

し
て
、
。区
民
参
加
に
よ
る
数
々
の
叺
f霎
を
計

肉
し
て
い
ま
す
。「
足
立
6
0
景
」
も
そ
の
一
つ

で
す
。

こ
れ
ま
で
に
「
あ
だ
ち
広
報
」
を
通
じ
て
、

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
足
々
6
0
景
」
に
ふ
さ

わ
し
い
と
思
う
風
景
・
場
所
等
を
募
集
。
こ

れ
を
参
号
に
候
補
地
1
2
0力
所
を
選
び
、
掲
秡

し
ま
し
へ

今
川
、
こ
の
圃
景
の
中
か
ら
、
皆
さ
ん
が

好
き
な
風
耽
や
足
び一
区
を
代
瓦
す
る
と
思
う

風
景
を
選
ん
で
、
本
紙
最
終
面
の
切
り
抜
き
(

ガ
キ
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
(

例
示
し
た
候

補
地
以
外
の
場
所
も
叮
)
。
切
手
は
不
用
で

す
。

対

象

区
内
を
住
・
在
勤
・
在
学
の
み
(
応

暮
は
1

世
帯
I

通
、
3
ヵ
所
ま
で
)

応
募
期
限
1

月
3
1
日
(
令
)
到
着
分
ま
で
有

効

選
定
と
発
表

意
向
調
査
の
結
果
を
尊
重
し

て
、「
足
夊
6
0吊
」
を
選
定
し
ま
す
。

結
果
は
「
あ
だ
ち
広
報
」
3
月
2
5
　

日
吁
で
お
知
ら
せ
す
る
f
定
で
す

※
応
募
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で

川
人
の
み
に
記
念
品
を
さ
し
あ
げ

ま
す
。

応
募
・
問
合
せ
先

本
庁
慳
(
r
住
)
・
広
報

課

〒
国
T

住
1
1
4
1
1
8

昔
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

【
候
補
地
1
2
0カ
所
の
選
出
基
準
】

次
の
こ
と
な
ど
を
配
慮
し
て
、
候
補
地
1
2
0

力
所
を
選
び
ま
し
た
。

①
公
募
に
よ
る
区
民
推
薦
を
最
蔵
視

②
区
民
の
だ
れ
も
が
兄
る
こ
と
が
で
き
る
風

景
③
多
く
の
区
民
の
愛
着
・
售
感
を
集
め
て
い

る
風
景

④
こ
の
ま
ま
存
続
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る

風
景

⑤
人
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
町
の
「
顔
」

と
な
っ
て
い
る
風
景

⑥
ぼ
民
の
越
動
・
努
力
の
結
恥
と
し
て
守
ら

れ
て
い
る
風
累

⑦
地
域
の
侍
つ
歴
史
、
風
L
、
文
化
が
現
れ

て
い
る
風
説

⑧
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
持
つ
風
箭
、
あ
る
い
は
、

足
伉
ぽ
独
特
の
風
景

⑨
催
し
、
行
事
な
ど
を
令
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
の
雰
叫
乱
が
に
じ
み
出
て
い
る
風
景

⑩
現
在
匚
事
中
で
も
将
来
足
び一
を
代
衣
す
る

景
観
と
な
る
風
景

「
道
路
1
0選
」
の
意
向
調
査
も

道
路
は
、
防
災
面
や
祁
市
の
形
成
な
ど

様
々
な
機
能
を
持
つ
大
切
な
公
共
施
設
で

す
。近
年
で
は
、ま
ち
づ
く
り
の
妛
と
し
て
、

よ
り
良
い
景
観
づ
く
り
や
地
域
の
佃
性
を
再

認
識
す
る
役
割
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

川
「
足
立
6
0緊
」の
意
向
調
査
は
、「
道
路
1
0

選
」
の
調
査
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、中
火
本
町
庁
舎
・
L
本
部
計

画
調
整
課
へ

登
(
3
8
8
0
)
5
2
0
1

60
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Par t 1
自

然
の
あ
る
風

景　

公
園
・
水
辺
・
樹
林

等

桜
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、樹
木
の
名
所
な
ど
四
季
を
通
じ
て

心
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
る
風
景
で
す
。

1 都市農業公園 鹿浜二丁目
鬧 饑 する 葦1111J I I 黼 の スー パー 壇 訪化 工 事に 縡

って 。現 在 改 修 中 。平 成6 年 には, 緑 と 栗し さ いっ

ぱ い の「ウ ォー タ ーフ ロン ト 公圃 」に 生 ま れ 實 わり

ま す, 水 上 バ ス の 霓 黼 塲 を 設I する こ と も 椣 討

中 。; ‥‥‥ ‥‥‥ ‥ , ‥ ,
‥
‥‥ ‥

‥
‥ ‥‥

2 見沼代親水公園 舎 人四丁 目 ～古 千谷五 丁目

かつ て 足 立 の 農業 を 支 え た 用 水 路を 、水 と 縁 の 公

園とし て よ み かえ ら せ た の か 見沼 代 親 水 公 躙 、全

長 は1, 700m 、上 流 部 から 下 流 部 にか け て「 水 生 檣

物 小、に も れ び 」、「 せ せ ら ぎ 」、「ま ど ろ み 」の4 つ

のゾ ー ン に分 か れ てい ま す。
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3 元渕 江公 園　 保木間二丁目
雋 木か 生し贋 る 巾 に、芝 生広 嚊 や 妁把 な と かあ る

広 々 とし た 公虱 休 日 とも な ると 散 歩 や 釣り を 聚

し むフ ァミ リー や 子 供 たち で にき わ い ま す。な お 、

平 成5 年に「ま、園 内 にチョ ウや カブト ム シ が見 ら れ

る 生 鴇園 か オ ーブ ン する 予 定で す 。

4 しょうぶ沼公園 谷中 二 丁目

四季 の 花 が 楽し める 公 園 、将 に6 月 上 旬 から 中 旬

にか け て、2 つ のi で 約4l l 41009 本の 花し ょう

ぶか い っせ い に 腫 花し ま了 。広ぴ ろ とし たi i 広1

、勇壮 な 濶 から 瀉 れ るセ せ らぎ4 とも あ り、カッ

プJ 1 での 敵篥 や 冢 乕 遍 れ のビ クニ 、5・ク にも 最 適 。

5 柳原千草園 柳原一 丁目

モの 名 か 示 すと おり 、数 々 の 草 木か 楽 しめ る 公 闡

で す。園 内 はi 巻 の 広場 」、「 夏の 庭 」、そ し てr s ・冬

の 山」と3 つ の ゾ ーン に 分か れ 、ぐる っと 一 肩す る

と四 季 戞 吮 黔する 釣 豆 雇 廼 の 花か 見 ら れま す、

6 東綾瀬公園 綾 瀬三丁 目～ 東綾 瀬一 丁目

1 瞳15万8, 0 叩nl の 馬て い 形 の 広 大な 公 岡で 、春

にな ると700 本 の ソメ イヨ シノ か華 や かさ を 竸い ま

す。野 球場 、テ ニ スコ ート など の 施 設も あり ま す。

7 舎人公園 入谷 町 ～ 古 千 谷一 丁 目

総 面 犢韶 。8ヘ クタ ー ル の 広 大な 瀲 砲 を もつ 大 公

● 、卮や 芝 奮 広 碍 、森 林 公 圖 とい った 自 然 に 観し

め るエ リ アを 基 調 にし てい ま す。また 、レ ー ガン 大

罵 領 夫 人か ら友 好 親 瞿 のしる し に蕈 ら れた レー ガ

ン 按も 、見 の か せな い もの ← つで す 。

8 花畑公園 花畑 四丁目

3 月 下 司 からj 月 中 剛 こは 妁 鬩 本 の 桜か 瀟 開 と

な り、大 勢の 花 見客 で にざ わ いま す 。ま た、花 畑 記

忿廐 圃の 散策 も 棄し め ます 。

9 佐野いこいの森 佐 野一 丁目

l 地 約5 陋 、恠 男 冢 厘 罵 林 の 一 擲4 關 敢 し たt

の て, S 存 襤 鴾 と し て区 の 指定 を 矍l j で い ま

す 。ヶ ヤキ や エノ キ。竹 律 のR 亳 ぬ う退 歩 酒 を 行く

と 、舒 廁 た右 の 美し い さえi り が 心を なこ ま せ てく

れ 優す,

10
江 北 北 部 緑 道 公 園 谷在家二丁目 ～皿沼三丁目

延 艮 杓1 』鬨m の 緑i に 杓200 本の 桜か 撞 えら

れて いま ち 萼 と 秋の2 回 花 か 咲 き 、秋 の10月 番

で 有名 で す。

11
五色堤公園 江 北二 丁目

五 色桜 が匐 印 本 植え ら れて い ます 。か つて の 桜 の

名 所、江 北五 色 桜の 嵶 爼の 由裏 を 記し た1 己忿 碑

も建 って いま す,

12
大谷田公園 大 谷田四 丁目

区 内 で 一 番 大き な 梅 眤 力吻 り 、2 刷 こは 、紅白 お

よ そ80 本の 槝 かい っ せい に 咲き 胯 りま す。また 、バ

ー ベ キュ ー 施 設 もあ り、こ冢 篦 や グ ル ープ で 楽し

め る 公 観で す。

13 青和ばら公園 青井三 丁目

5 月 の ばら か 萋し い 公 麕 です 。ギ リシ ャ神 殿 風 の

モ ニュ メント もあ り、住宅 街 の9 いの 場 とな って い

ます 。

14 伊興中の彰風園 伊興 五 丁目

伊 興 中学 甚 の 中に 、敷 砲 の 地主 で あっ た槇 山 冢 の

屋 敷 碑と 薬 医門 力雅 さ れ てい ま す。自然 科 字 の 観

察 、写生 なと 、自 然 と 緑に 軛し む教 爾 の 場と して も

活 用さ れ てい ま す。

15 花き栽培(菊) 扇・江 北地 区

足 立区 は 、晋 か ら花 き 駈 培 か 唇ん 。5 月 下 甸 から7

月 に は 夏 蜀か 最 盛 期に なり 、菊S は出 襾で 忙し

くな りま す。

16 正覚院　乳垂れの大イチョウ 花 畑三 丁目

い ちょ う の 。乳" と い わ れる 柱り ゅう か 見 爾 な 老

木 。区 内 では 、大変 め ずらし いも の で す。

17
苗 間 戸 稲荷 のくろ まつ 伊興三丁目

このく ろま つ は、檣l l 言 年と 雲 わ れ、i a? 年 に

東 京 澗で2 膕 目 の 保荐l とし てl 定 さ れ ました 、

騷さ 力
。qm

、幹 のl l も2 、7ms あ り、姿s の優 し

い名 冰 て すc
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Par t 2

歴
史
的
風
景

神
社
・
仏
閣
・
旧
跡
等

史
跡
や
神
社
仏
閣
、
神
事
、
仏
事
な
ど
、足
立
の
歴
史
が

刻
ま
れ
た
風
景
で
す
。

18 奥 の 細 道 矢 立 初 の 碑
千 住 橋 戸町
大 橋 公 園内

松 尾芭 蕉 か濶 の 細 迺 への 出 霆 の 際、千 住でr 行舂

や 鳥 鳩 き魚 の 目「ま泪 」と 矢 立の 初の 句を 詠ん だの

に ちな ん で 千畦 大橇 北 詰 、大 橋 公圏 内 に 遲て られ

まし た 。

19 西新井大師 西 新井一 丁目

山 吟・三 刮 そうj 當 な と の 木 造 建 造 物や 垣 地 蘊

な どの 石l 棧 、そ の 他多 くの 文 化 財かあ りま す 。広

い 境 内 に「j 」また ん回 ・籘 梱か あり 、参 詣人 等 でに

き わ いま す。

20 国土安穏寺 島 根四 丁目

E 日 光 御 器 こ摂し 、苻 竇 冢の 休。9所 や 御陽 所 にあ

て ら れて い て 、i 川 累と 叉 わり の 漢い 由 略 ある お

寺 で 孔 門 舮 を 窖。Q遜 とい い 、寺宝 に は 徳川 冢 の

畋か つ い てい る 果 華 な家 具 や 調 。戻 品 か数 多< 保

存さ れ てい ます 。

21 勝専寺 千 住二 丁目

通 笏赤 門寺 。赤簇 赤 履 の えん ま 禄で 脊 名 。寺 宝 の

千 手( せ んじ 刮 観 髫 唏は 、千 手 の 垉 名 の 起こり と

もい わ れて い ま す。翆 室は 、明 治39年 に でき た 赤

レン カ 渣り か兄 串 です 。

22 吉祥院 本 木西 町

江 戸 時 代 溺l の 髟D 状 を 捐 ち酒 が 万 坪 。33

力 寺 の 末 寺を 攬 し たと いい ま す。江戸 城 に貿 詞魯

上の 際, 浸 用し たと いう 葵( あ お い) 紋 付き の かこ

力I‘ 丁‘ 又 存さ れ てい ま す,

23 明王院 梅 田四丁 目

如 慧 轜( によい りん) 顫音 像 は 紅 瓶足 の 文 化 財。ま

た 澑 学 畧 小家 伝 扈 の 記 念 碑 もあ りま す。本 堂 か

朱 塗り の ところ からr 赤 不 勧jと 呷 は。れ 、江 戸 眄 代

カヽら 倡 迴を 壟 め ました 。

24 炎天寺 六月三 丁目

「や せ 蛙ま け るな 一 荼是 に あり 」の 榑 かあ る一 荼 ゆ

かり の 呑。毎 年秋 に は全i の 小中 学校 俳 句 大会 か9

か れま す。昨 年 秋に は 墳内 に 一 系像 が・逑 こら れ

まし た。

25 大聖寺 関原 二丁 目

退 紅。I S 不 勳。内 郡の 草 遯 な 大厨 子 、中 の 鷙 の天

井 の 浮 彫り 哈i など か兄 事でi 。関 原不 耆 蕈 耙の

碚起 そ 叭'ん た 版 木2 枚 は 、区 有 形文 化 財 、

26 西光院 竹の 塚一 丁目

小 田 原 北 榮 配 こ仕 えた とい う 河内 家 か 、北 条 氏か

滅 び た のち 。この 地 に 住 み 、その 祠 内 冢ヵ1 きま

し 叭 壻内 に は区 内 一 大き な 仏 皿か あり ます 。

27 大乗院 西 保木 間二 丁目

大憂 壜 の「 じん かん な 」は 区 の無 形 民 俗 又化 財。毎11

月7 巳 の 闘 、愕 返の 人 た ちの 手 で わ らの 大I E

か 作ら れ、折と う の 戦堝 内 の 大 咽 にか けら れ ま

す、む かし 薬i 如 采の 使 い 姫{ 白 忿 の 雲} をな ぐさ

め た こど こ巴 釆し ます 。

28 東岳寺 伊興 町 前沼

I S 指 定 旧 防「 初 代 安。貘 広盜 屬 及 ひ 記 念碑 」があ り

ま 歹 、。S霤 は江 戸 後 槧 の 浮 き 絵師 で すか 、濶 画の

精神 や 円 山 汽 の 写 実、西 洋 否の 遠 近2 を も棔 榛

約にl 収 しj 哭 罵l l 五 十 三 次j の 婢 絵 で一l l

賢 i 寒と して 名 をな しま し芻

29 応現寺 伊興 町狭 間

区 内 で 最 も 古い 山 門 か あり 。江 戸 初 魍 の 特 徴か

よ く示さ れて いま す。区 内 でも 轟 靈な 古 建 築で 、区

の 艾 化 舛 に措 定さ れ てい ま す。

30 慈眼寺 千 住一丁 目

三 代 埒 覃 刪11 覃 元の と き 、l 観 世 啻 曹 陬を 受I

し て本 輿 とし 、江 戸 堀 北 万 擴 匯の 祈顯 所 とな りま

し た。日 元 へ 行くさ い の 休 憩那 こもな っ だ由 結 の

あ るお 寺 で す。

31 大鷲神社 花畑七 丁目

境 入は 庄 罩に つ つま れて い ます, 本 淞 向Fr 柱の 竜

の 彫黏 か 見 事, 7 月に 行り れ る, 区 早 形民 俗 文 化

黠| 足 の 祈と うしし 躋 の 事 紡ぶ 月 の 酉 の 明で 刄s

で す。

32 千住神社 千 住宮元 町

1日゛ 佳 ミ の 絽 爾 可で 白 繊 あ る袴 袿 。稲蜀 神 社 と

恥: ・濁 り の2 つ 尤。・・。羽治 にλ つ て 合l に うし) し

て! つと なり 、大正 丿 苹 から ぞ畦 裨廿 と 篤ぱ れ る

よ う になり まし た、墳4 こl i l蹣1 亂 色 曹の 句諌 な

と 方I、ありま すS

33 舎人氷川神社 舎人 五丁目

江戸 娉 代, 赤 山街 道 の吊 壻 町 とし て 栄え た舎 人 司

の 扱 可, 洞 在 の 扛 粮は 江 戸 淺黔 こ造ら れ 、そ の 彫

鳧 はi 丙 屈 指 の 豪 矍さ, 社 殿- l に祷 話彫 莇 か

篦 さ 犯 向 拝のi 柱 に は拵 鼇・ 濱 鼈, 正 面 衂 こは

萢獅 子 写 か浮 きl りに さ れて いま す。

34 入谷氷川神社 入 谷町

自 蝪 皀と 水 川 捧紅 を 明冶8 年 に合 祀( ごう し)し て

入谷 氷 川 神 社と な りまし た 。社 殿 の 建 つ 塚 は、入

谷古l 蹲とし て 俣 存さ れて い ます 。

35 江北氷川神社 江 北二 丁目

旧 江 北 村 のl e 儂 守。社l の 大 き さ、檮 渣 は見 ● 、

元 旦 、彫分 、9g大 烝 こ は参 拝 者 で・た い へ んに ぎ わ

い ま す。

36 島 根鷲神社 島 根四 丁目

社 殿 は 戦 後 の 酘 渠 で す か 、齶 建 は 文 民2 年( 1318)

と い わ れ、祭 神 は日 本武 刪 や まと たけ る

の みこ と) で す。9月 中 旬 の 祭 礼 に 奉納 さ れるr 島

観 ぱ やし 」は 郷 土 芸 肥 とし て 伝 わり 、区 の 無 形 文

化 財に 指 定さ れ てい ま す、

37 佐竹稲荷 梅田 六丁目

社 哩 こは 、泰 鰯 さ れた 叺 居 かき つツ 。吻 ひ、脈 民c

の つ な かa かし の は れ ま す。曹 からj 9を 刀、け ると

い ほ か冶 る の でr い ほ いな りj とい わ れ てい ま 虱

また 、秋日 藩主 佐 竹・I又の 抱 留 敷 かあっ た ところ だ

とも い わ れて し呟 すg

38 橋戸稲荷 千 住橋 戸町

土 麗 湿り の 本 殿 は、区 内 唯一 の も の 。この 盾 の 内

卯 こ、こて 絵 の 大 家 伊 豆艮 八の 彫 跖か あ りま す、

男 こ と母 子 狐 の2 枚 の 作 品 は、江 戸i 哂 技術 を

伝 える 貴1 な 文 化 財で す 。9月15日 の 祭 礼9 に は 、

一 蝕 参詣 唇 も 見 学で きま す 。

39 白旗塚史跡公園 東 伊興 町

白 旗 塚古 頃 か 保 存 さ れ てい る 公i 乙 塚 は 約SO

㎡、蜀さ1 、Sm。源 頼 倆、義 冢呪 子が價 州 征伐 の と

き 、こ の 怱・こ臼 諞 を 豆て 、かい 篦を 黽 え たと いう 伝

ぎもかあり ます 、園内 に は、万 貰i の 和 罰 こち なん だ

木 か嚶 えら れ てい ま す、

40 鹿浜獅子舞 鹿浜4 町 会

耨 乖9 月15 日 に氷 川 神 社な ど4 つの 嶂社 に 持ち

回 りで 辜 納 さ れて い る 裄とう 獅 子 で'す。39 の 樋

孑 か 芻う 姿 はと ても 勇 七 で 遊カ ガ、あ りま す 。
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41 横山家 千 住四 丁目

旧 千 住 宿 省町 を 忌 い 起こ さ せる 逶 物 か 暎山 冢 で・

す 、江 戸 眄 代 末 期 の建 造 で 、一 部 改 修さ れ て いま

す か、ほ ほ 酉の ま まで す 、江 戸 時 代 は 屋 号を 松 歴

とい い 、地 すき 紙 間 屋と して 栄 えまし た 。

42 名倉医 院 千住 五丁目

江戸 膊 代 明 和 年間 閤 藁 の 接 骨 医とし て 名亮 く、か

つて 関 東 一円 か ら 、か ご や牽 で 運 ぱれ て くる 骨折

愿 者で ひし めき 、通 院 でき ないl 者男 用 の 陷 匿か5

軒ほ どあ っ たと い いま す。往 祠 をし の ぷ 古い 医

院の 屋 敷 か保 存 さ れて い ます 、

43 千住の絵馬屋 千 住四丁 目

古く は罵 ま た は木 馬 を 奉 納す る 代 十つり に、足 の 馬

を 躪い て 奉 納し た の か絵 馬 の 始ま りで す 、千 畦 絵

馬 は東 京 に 残る た た1 軒 の 蛤 馬 屋で 、鰻 木に こ 粉

を 遠 眼 そ の 上 に泥 絵 具 で図 柄 を 君く丘 統 的 な 技

法 を伝 え てい ま す。

44 赤羽家長屋門 島 根 四丁目

現 在 は1 羽氏 の 所 有 に なっ てい ま すか 、も と は元

島 根 名 主・遇 称FI 武 刪 とよ ぱ れ た 牛 込黶 の 屋

慰門 と いわ れ てい ま す。民 覃の 農屋 門 として 貴 鬟

な 理 掏 です 、

45 伊興寺町 東 伊興 町ほか

法 受 寺 、易 行 睨 など 十 数 の お 寺 か 集 まっ てい ま

す。閧 東 大 農 災 のあ と浅 草 方 面 から 移 転し てき た

お 寺 で・、江 戸 の 面 彫を 伝 える 墨 碑 か 多く見 ら れま

す。

46 小台七庚申 小 台二 丁目

大 正 初 錮に 蛄 まっ た 荒j l l 放冰 路 の 關l 工 事の と

き 、1 」||龝 蘊 氏 か、河! 攤 内 の 消 滅 する 連 命 にあ

る 貘 申 塔亳 癲 め 、安I しまし た, い ず れも 高 さ1. 1m

以 上で 、り っぱ なi り になっ てい ま す,
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47
北 千 住 駅( 駅前ロ ータリ ー)

4 つ の 軼 迺 が 稾り 入 れ都 内 で も 有 数の タ ーミ ナ

ル 駅 で す, 足 立区 の 玄 躪 口と して 多く の人 か 利 用

し てい て 、陌 日 たい へ ん な にき わ いを 見 せ てい ま

す。

48 綾瀬駅前
営団 地 下 鉄 千 代S 線 の 始発 駅 とし て栄 え 、駅 前は

大変 な にき わ いで す。近く 仁1冫 、東 吸 膕 公園 や 稾京

武 迺館 もあ り 緑も 多く 見ら れ ます 。

49
アモール東和商店街 東 和二 丁目

甕 は 屬 光 かさ ん さ んと 降 り 注ぎ 、夜は ソフト な 凧

明 か 貢 物客 を 照ら し ます 、都 の モテ ル 商 店街 第?

号 とし てつ くられ た ア ーケ ード か 異しい 。

50
関原不動商店街 関 原 一・二 丁目 、

本 木 一 丁目

毎 月 第 ―日 雇 日 に朝 市 か 行わ れ 、た いへ ん にき わ

い ま す。

51
青井兵和通り商店街 青井 三・四 丁目

毎 月 驚 四日 曜 日 に 朝市 か 行 われ 、店 頭に たくさ ん

の 品 物か 並 び 近所 の 人 たち で にき わい ま す。

52
北千住サンロード商店街 千 住三・四 丁目

l 灯 や1 遷装通 路 の 暗タ イル など 、様 々 な 碍所 に旧

日 光 街 遭 のお も かげ か デ ザイ ン化 さ れ てい ます 、

平 成 元 年 には 、建 設 省主 催 の「 手 づ くり郷 土賞 」を

受X し てい ま す。

53 きたろーど1010 千 住 二 ・三 丁 目

北 千 佳 駅 西 口 前 に続 く2 縉 疆 のア ー ケ ード か 美

しい 。区 外 か 劬 お 客も 多く 。足 立 区を 代 表 する 商

店 街 て・す 。

54 千住旭町商店街 千住 旭町

カラ ー 観 装 やデ ザ イン 化 さ れた 衡 灯 、そし て 区 内

初 の 大 型カ ラ ー電 光 掲 示 板 の 詮I な どに 囲 僅あ

ふ れる 商 店 街 づくり力鴪 めら れ てい ま す。

55
千住本町商店街 千 住一・二 丁目

カ ラー タイ ル 舗 装や 千 住 宿 をイ メー ジし た街 路 灯

な ど 、おし ゃ れな 蘗 店 街 づくり 力曜 め ら れて い る、

活 気 あ ふれ る 商店 街 で す、

56 足立市場 千 住橋 戸町

や うち ゃ ぱと いう 名 で 親し ま れ てい る 魚 市 場。毎

年7 月10 日 、草 市 か 開か れ て いま す 。都 内 で はこ

こだ け で す。

57 北足立市場 入谷 六丁 目

主に 胄 果 、花 き を 扱っ てい て 、東 京 北 東 都 の業 唇

か 仕 入れ にき ます 。わ 芒 には 足 立 流通t Z ンタ ーも

あり 、全S か ら1 枸 を 牘ん た大 型ト ラッ クか 集 まっ

てき ま す。

58 足立の花火大会 荒川河 川敷

大113 即 、千 俚s 櫛a 】擬 盞をEs り て行 わ れ た

の 彖 千l の 冕 大 の始 ま7r す。窄 ● 凛でk 髑 中

斯しxt l まし たか 。翩 和9 刪 こ「足 立のl 火 大 劍

とし て 襴& 毎 年7 月 下i 弧: 鯛 髷さ れ 、l al 犒

● x 汕 て区 酌 刄 雷 皀り □ 即冫ま れてt 球1 。

59 千住の祭り 千 住地区

毎 年9 月15日 千 佳 地 区 一 帯で 行 わ れ 、4 年 に1

度、大 祭 かあ り ます、大 み こしの ねり 歩く 姿は と で

も 盛観 で 、見る Å を 引き つ け ま す。また11日 の14

日「ごはy i の 宮 もあ り。この9 、千 住 の 両は お 祭り ム

ード 一色 に 染ま りま す。
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60 中央本町庁舎(統合新庁舎) 中央本町一丁目
昭 和61 年4 月 に完 成 、耕、年 金 、国 保 など の 窓 口

を 中 心と した 美 銹の ほ か 、災l 対藁 本 雅 機 能も 設

け てい ま す 。また 、平 成7 年 には 濱 庁 劃 千 住) と

琥 合 し。足 立 区 の まち づく つの 中 心 語 設と な りま

す 、

61 郷土博物館 大谷 田五 丁目

足 立 の 歴 史、考 古 、民 俗 など の 各 極 賢 料を 収篳 ・

保 存し 、わ かり や すく1 戻示し てい ま す。

62 エル・ソフィア 梅田 七丁 目

女 僅 総 合セ ン タ ー、消 買 者セ ン ター, 梅田 セ ン タ

ー 、梅 田 区民 事務 所 かあ る 謖 叭 女 性 総 合セ ン タ

ー は、女性 の 地 位向 上 を 巨 擂す 活 齔の 拠 点 として

各 種 講i ・捐 濱会 の 開 催、女 性 相談 等 を 行っ てい

ます,

63 総合スポーツセンター 東保 木間二 丁目

区民 の9! 氣 体 力 づくり の拠 点 で す。認 合体 育 館 、

テニ スコ ート 、プ ー ル、フ ィー ルド アス レ チック など

数 多くの ス ポ ーツ 諮 設 かあり ま す、9 月に は、とな

り に野 溥濁 二照 岐 哥に 使 える 多 目 的広 場 か 完戉

する 予 定で す 、

64 愛恵学園 関原 一丁 目

昭 和5 年 、ア メリ カの 堕 教 廊に よっ て設 立さ れ 、子

供 たち の 教冐 は もち ろ ん、社 瓮褊 祉 活 勧や 保 嶮自

生 指 導な ど の 活 動か 行 わ れて きまし た 。平 成2 年

に 区 か 買い 取 り 保 存。敷 地 内 に 住 区 セン タ ーを

邃 験し ま す。

65 スイム・スポーツセンターうきうき館
西保木間

4丁

目竹 の 吸 温豕 プ ベ レを 全 面 改梁 、浬水 プ ー ル、体膏

齠 に 鑪康 づ くり 施設 を 加 え 、総 合ス ポ ー ツセ ン タ

ー に 次ぐr 区 内 冕2 の スポ ー ツ 冕 点! です 。5 月 に

オ ープ ン の予t

66 竹ノ塚駅東口駅前通り
参l は カラ ー タイ ル で誦 唳 さ れ 、区 内 の 名 献 伝

続文 化 の 絵タ イ ルか 数m お き に、「まめ 込 まれ て い

ま す。棄 観を 大 切 にす るた め 」二亀 柱 は昂 りま せ ん。

街灯 も 竹を イメ ージ した もの を 便 ってい ま す。

67 東京武道館 綾 瀬三丁 目

東 綾 瀬 公l 内に 平 成? 年 仁 オ ーブ ンし た 総 合約

武 道 セン タ ーで す、山 立み 、汲紋 、人 々 のa れを イ

メ ージ して 邇 てら 呱 た 近代 美 の 中に 、s 本 の 伝統

元 迺を ほ う ふつ さ せる 薀 ち釁 きか あり ます 、

68 清掃工場 西保 木間 四丁 目

年 間? B 万ト ンを 超 える コ ミか 殿 入 され ま す。蒿さ

旧m の エ ント ツ は区 内- の 建l 叺 ま ち の目n

と なって い ます 。

69
千 住 の 高 層 マ ン シ ョ ン 千 住曙 町

3 陋 钁て の 、ひ とき わ目1 つ マン ショ ン。すぐ下 に

「ま、水 上 バス の 発 着 裾か あり 、足 立X の 移 名 所に

もな って いま す、

70 ジ ャ ン ボ 絵( 高圧線鉄塔)
南椿 公 園内
椿一 丁目

ち よつと 。靜 脣 な感 じの して い た 鉄塔 か 、シ
。
ヤング と

豆の 木 の裾 で一彩ら れ 、明 るく楽 しくなり まし た。

71 ジャン ボ絵( 煙突) 堀之 内一 丁目
煙突にペインティングされた妲力 ` ひときわ目をひ

き 、まち の 亰 輳に 一喰 力b てい ます 。
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72 花畑記念庭園 花畑 四 丁目

区 刮50 周 年を 記 念し て 薀ら れ た 廰 回 。園 内 に は

謳 人 収 容の 洋 富 大 広 隅や 和 宣 、冰 咯 的 な茶 室も

あり ます 。庭 圍 ては 、濕 の 落 ちる 大 地を め く。る 石 組

やi 山 な どで 酉 ら れた 周 遊 式| 園 も 戞し め ま す,

73 東渕江庭園 大谷 田五 丁目

麌土 嫋 物 館 に隣 接 する 、l 1 菟 窒( s 満 亭) のあ る

日 本 庭 園。紅 槃 、5 月の ス イレ ンは 芙じ く人 目を 引

き つ けま す、

74 虹の広場 荒 川河 川敷

河 川 敵 に 現 れた 大 き な 缸 、そ れ かr 虹 の 広 輿j で

す 、嗤19m 、半 径65m も の 大き さで 、中 旡 には 刪||

で 皃ら れ る 野鳥 、魚、毘 虫の 絵 タイ ル か103枚 黔 か

れ て いま す 、足 立 まつ りな ど の 会 場と し て利 用 さ

れ る区 民 の 憩い の スペ ー 又とし て 活躍し て いま す。
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75 平野運動場 平 野二 丁目

i 遜4 号 線と 顧 賢7 号 線の 交薑 虍 近 くFこあ る 平

野 運 動 場は 、陸 上 髄 技も で きる 野 球 鳩かe 面と テ

ニ スコ ート か3 面あ り 、ス ポ ーツ 甓 好 冢 の 舊さ ん

に 覡し まれ てい ま す。

76 五反野コミュニティ公園 西 綾瀬 二 丁 目

五 反 野 新水 緑 道 に 隣 接す るこ の 公匳 は 、フ ィー ル

ド ア スレ チ ック やゲ ート ボ ー ル 場 、コミ ュニ ティ セ

ンタ ー など か あり 、お とし より から 子 供ま で 楽しめ

る想 い と遊 び の 場に なっ てい ます 。

77
神明水の森公園 神 明三 丁目

木 立 の 申の 毘 車か シン ボ ル 消 ・矍 は 、メダ カ やド

ジョ ウ、トノ サマ カ
。エ ルな と。生夕 観 蔡 を楽 し め、鳧

近 な自 然 に 親しめ ま す。

78 六木水の森公園 六木 三丁目

哨( かけ) 川 と 中川 の 合 流 点 近くに あり 、広 場 の 中

央 に は直 径4m の 水 草と ロ ーマ 眄 代 をし の ぱ せ

る 水 略 槝か つく られ て いま す。この ほ か、らせ ん曙

を 水 か 跨 れ 落 ちる 隕 水 や 、踏 ん で回 せる 水 矗 な

ど 、水 で 遊べ る 公 圜で す。

79 六木中央公園 六木三 丁目

力・冫 八か テ ー マの この 公 園 は 何か ら 何ま でカ ッパ

づくし 。フ ラ ンコや す べり 台 、池や 砂 場 かカ ッパ の

頽だ った りl や 顛 であ・ たり と カッ パ か主 役 のと

ても 倫 快な 公 園 です 。

80 東保木間公園 東保木間二丁目

受 矜 はF 亀 公 匳」、名r l の とお り 、公i 内 は亀 て い

つば い 、中 で も ひと き わ目 に つく のか 全艮10m の

巨 大 な 亀の 遊 具 。前足 を 酊 後 に歉 か すと 、頭 か 出

たり 、すく んだ りす る。孑 叫 たち に人 気 の 公園 。

81 押部公園 鹿 浜六 丁目

高さ5m の 石垣 と 滝の 流 れ る唄 水 で 湿ら れ た「 押

部 の 丘」が・シ ン ボル 。夜に はラ イト アッ プさ れ た 広

塲 の 水 路や 唄 水 か 幻想 的 で す。また 、健 康 遊 具 を

験 躔し た 乏生 の 築 山「 ど んぐり 山」も 人 気 の 約 、

82 東和親水公園 東和 四丁 目

48 翻 の 瞶 水 と| 。4ao枚 の 絵タ イ ルで 勝 ら れたr ク

レ ヨン プ ロ ム ナ ーテ 」か 、人 々 の 目を 楽し ませ て

くれ ま す。

83 大谷田南公園 中川 四丁 目

中川 緑 退 に隣 接し た この 公 魯 は 、広 い懃 池 の 中 に

電車 や お城 、ド カン 型の 遊具 かあ り。い つも 子 供 た

ちて にき わっ てい ま す。

84 扇彫刻のある公園 扇 三丁 目

第 一回 野 外 彫 戛j Jコ ンク ー ル の 入 選仁3 体 か 荏 耋

さ れて い ま す,皆 さ ん にで き る だけ 多 く芸 術 に ふ

れ てい た だこ うと 遥 った 公 園 て, 芸 術と 文 化 かあ

ふ れて いま す。

85 千住公園 千 佳大 川町

住 宅 か 建て 混 んだ 中 の, 憩 い の オア シス, 夏 には 。

チ ピ ツ孑 た 右の 水 遊 び 壤 にも な る 亟16m の 噴

水 池 が儡 の 中 央に 。蹼水 の 置 櫻にあ る4 つの 鏤 か9

時・12畸・3 眄 に メロデ ィー を 心 し く流し ま す。

86 北鹿浜公園 鹿浜 三丁目

子どもたちか、楽しく遊び劼 ` ら交通ルール、マナ

ー を 自 然 に覚 え る こと の でき る 公 園。屋 内 では 、

ハ ッテ リー カ ー、足 錯式 の ゴ ーカ ート 、自 転 車な ど

を 羆 科で 賢し 出し てい ま す。

87 中川公園 中 川五 丁目

下 水 道 局中 川 処理 場の 上 にで き た、戳 砲 か6a 。ar j

も ある 公騰 で す。現在 ま だ造 成 中で 、最 終 的

に は 区 内で2 番 旦 に大 きい 公 霞 にな る予 定 で す。

88 北千住公園 千 住緑 町二 丁目

am ト ラッ ク、相讀 鳩( 土l ) 、弓還 場 、テ ニス コー

ト の あ るス ポ ーツ 公園 て。す。歴 史も 古く 、晋 は自 転

車 順 枝な ども 行 わ れて い たよう で す。

89
( 仮 称) ベ ル モント 公 園 梅 艷- ・二丁 目

西 オ ースト ラリ ア州 ベ ル モント 而 との 友 好 親 曹の

シン ボ ル として 、ベル モ ント の 風 土 やi 並 み 亳イ

メー ジし た 特 色の あ る 公圖 を 建 設中 で。す 。完 成は

平 成5 年5 月ご ろ の予 定 で す。
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90
葛西用水親水水路 東 和 二 丁目 ほ か

区 内 を 南 北Eこ3, 睹 に わ たっ て 沢 れる 水 路 。夏 に

は 、全 水 路 の 醫爾 か 完 了 する 予 定 です 』 径6m

も ある 巨 大 な 水 車 や、意 、変 化 に 憲ん た 橋か か か

って いて 。人々 の 目を 棄 しま せ てくれ ますe

91
八 カ村 落 し 親水 緑 道 中 川 四丁 目 ほ か

そ の 萱、曩業 用 水 の 落し 水を 灣し て いた ハ カ 村落

し。覡 水緑 通 とし て 、お とし より から 子 哄 まて・安 心

して 遇 行 で きる 憩い のl 路 空 間 とし て 整i し て

い ます。

92
五反野親水緑道 西綾 瀬 二 丁目

水 に入 って 遊 ぺる ジ ャブ ジャブ 池 や 角 の 泳ぐ 小川

など 、刺 こ鏝し みな から 敵 歩 力戔 しめ ま す、

93 舎人緑道 舎人 六丁 目ほ か

毛 艮 川 沿い にあ る 遇 歩 氣 春 には 数 多く の桜 の 花

か 或く 桜の 名 所 で す。

94
保 木 間 せ せら ぎ の 道 保 木間 一・二 丁 目

け やき 並 木 と 木馬 の 道し る ぺ か目 印 の 保 本 闖 せ

せ らぎ の 道は 、元 渕江 公圜 に 隣 捜し た 遊 歩 道 で・

す 。躪 れ た 日 には 、家 族 そ ろ うて の 散 歩 に最 酒 で

す 。

95 やっちゃば緑道 千住 河原 町ほ か

も とも と「ま、足 立 市 場へ の 荷 物 列 睾引 き 込み 縮 で

した 。今 は 、四 季 の 花か 楽し め る 峰遠 とし て徑 偈 さ

れ 、区 民 の 皆さ ん に親し ま れて い ます 。

96 中川緑道 中川 四丁 目

長 さ33am も あ る 里 画か あり 、勧笥 の 生 磐 な どの

クイ ズ か 描か れ て い ま す。ま た
气
畴針 塔 や あ づ ま

屋 、地 球 釁 の モ ニ ュメ ン ト など も あ り 退 行 する

人 々の 目 を楽 しま せ てくれ ま す。

97 毛長緑道 舎人 四丁目 ほか

取 剞11 号 線 から 毛 畏 川に か け ての 敵 歩 遥 とし て

整1 さ れまし た 。木々 か 多く 茂り 森 林 浴 に最 適 で

す 。

98 毛長遊歩道 伊 興町谷下ほか

自 然 の 石 を利 用 した 遯 歩 遭。靜 かな た たす まい の

あ す ま 屋, 遠 の 鰉に は, 四 季 折 々の 変 化 か 楽し め

る 簡 木 か頓 えら れ てい ま す。

99 神明六木遊歩道 神明 一丁 目ほ か

埼 玉 県 と 足 立区 の 境を 流 れる 咄 か け} 川 冶 いに

あ る 遊歩 通 で す。述中 に は六 木 水の 森公 開 や 神明

水の 森 公 菌 かあ り 、様 々 に要 化 する 風 景 は 、訪 れ

る 人を あ きさ せ ま せん 。ま た、木 々も 茂り 自 然あ ふ

れ る 遊 歩画 で す。

100 中居堀 親水緑道 谷中 二 丁 目 ほか

しょ う ふ沼 公園 か ら 東 緕 濔 公 圃 まで 嶢 く観 水 縁

遠 。勇 廿な 濁 から 流 れ る せ せら ぎ か、惰 憖あ ふ れ

る 風 乗を つくり 出し てい ま す。

101 綾 瀬 コミ ュ ニ テ ィ 道 路 綾 瀬一 丁 目

区 内11g の コミ ュニi イ道 諮 。車 道 をジ グ ザ グ

にし て 、目 懸 にくる まの λ ピ ード カ「嘔 ちる 工夫 を す

る など 、λ と 人 淨 豐心 してi ち 話で き る 空鬮 を 大

搴 こし ていl す 。

102
青 井 コミ ュ ニ テ ィ道 路 青 井三 丁 目

胃 和 八 う 公濶 に 隣 接し てい る 毒 井コ ミコ ニテ ィ遜

路 は 、き れ い に整 佩 さ れ た石 た た みの 遵 で す、パ

う の咲 く季 節 には 、たく さん の 人 か巧 れ ます 。

103 あいさつ道路 舎人 六丁目

世 界20 カ園 の に んに ち わ」の 文 字と そ れ ぞれ の

国 の 笥 色を 辰し た絵 タイ ル かう め込 ま れて い る楽

しいl 路で す。

104 クレヨンアベニュー 南花畑 二丁 目

1 枚 の タイ ル に区民 か泗 い 思い の 綰を たぞ 、そ れ

壱 並 べ て 作っ た遭 曙 で す。絵タ イル を一 つひ とつ

見て 歩く楽 しさ かあ りま す。

105 北千住駅東口ウォールキャンバス
北 千住 卵 の 東伺 、東武 綟 凧 蹈 沿い の コン クリ ート

の 壁を 、区 民手 作りの 岷5 点 で 飭 つてあ りま す。禾

采 の足 立 や 、苙5e 、自 然 な ど 色と りと りの 絵 か 目

を 稾 しま せて くれ ます 。

106 北千住駅東西自由地下道

古く 老 朽化 し た地 下 道 か、き れい で 明 るく。そし て

音 楽も 流 れる 地 下 道に 変り まし た、・ こは 、天・地 一

人を イ メー ジし た 壁 画 もあ り、通 行 する 人 の 目 を

楽し ませ てく れま す。

107 竹ノ塚駅東口広場
退勤 ・通学 か ら買 し哨 まで 、賓 心 して 楽しく 遇 行 で

き る よう に豎 倆 しま す。覆 水や か らくり時 肝 を 設I

する 広嶋 全体 は 、笹 舟 を イメ ージ 。北 のl 闃口 は 、

「 竹 」亳テ ー マと し・こい ます 。

108 首都高速加平インター
苜 都悪 運6 号 三 郷 限 の 加 平ラ ン プ 、区 内 で 蠢 大

のイ ン ター チ ェン ジ で す。ル ープ 状 に なっ た 霆 物

で環 状7 号 綿 と 百 都 高 遠 を 結 ぶ 交 通 の 要 所で

す。
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109 千住大橋 隅田川
足 立 の 表 玄 関とし て 重 要 な 役 割りを 果 して い る の

か 千住 大 橋 です 。安 藤 広 重 の 浮 世 絵 に 出 てくる ほ

ど 歴史 的 に も 古く 、1594年( 文 禄3 年) に 最 初 の 橋

が かかり まし た 。

110 千住新橋 荒川

荒 川に よ って 分 断 さ れて しま っ た足 立 区 を 、一 つ

に つ なぐ 駸も 重 要 な 交 通 の 要 所 で す。

111江北橋 荒川
河 川 敷 の 緑 に 、高く 盛り あ か った ア ー チ と 格 子 状

の 柱 か 美し い シ ル エット と な って 浮 か び あ かり ま

す。

112 桑袋大橋 綾瀬川
老 朽 化し た 蛇 橋 に変 わ り、かけ ら れまし た 。街 灯 や

欄 干 等 か 蛇 をイ メー ジ し たデ ザイ ン で つくら れ て

いま す 。

113 荒川鉄橋
荒 川 に はJ R と 営 団 地 下 鉄 、そし て 東 武 の 鉄 橋

か か かっ て いま す。朝 夕 に は 、ひ っき り なし に 電 車

が 通 過して い き ます 。

114 千住の大踏切 千住東一丁目

J R と 東 武 線 の 踏 切 が 連 続 す る 通 称“ 大 踏 切 。゙

朝 夕 の ラッシ ュ時 は 、な かな か 開 かな い こと でも 有

名 。し かし 、下 町 千 住 の 暮 らし の 匂 い が た だよ う

名 所 の ひと つ です 。

115 赤山 街道 親水水 路 東 伊 興一 丁 目 ほ か

近 接 す る 伊 興 寺 町 の た たす ま いと の 調 和を 考 え

な がら 、落 ち 着 き のあ るし っとりと し た街 道 の 復 元

を 目 指し て 整 儼 中 。ま ち に潤 い をあ た える 流 れは 、

見 沼 代 親 水 公 園 から 導 きま す 。

116 彫刻の道 竹の塚三・四丁目

全 長600m の コミ ュニ ティ道 路 で す 。最 終 的に は10

体 近く の 彫 刻 を 設 置。大 正ロ マ ン 風 の 街 路 灯と と

も に、道 行 く人 の 目 を 楽 し ませ てく れ ます 。地 域 に

とけ こん だ 交 流の 場 とし ても 注目 さ れ ま す。
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117 綾瀬川
区 の 東 部 を 南 北 に 縦 断 す る「 日 本 ― 汚 れ てい る

川 」とな っ てしま った 一 級 河 川 で す。し かし 、そ の 歴

史 は 古く 、江 戸 時 代 に は 隅 田 川 筋 につ づ く舟 遊 び

の 名 所 た っ たー 方 、震 業 用 水と して も 利 用 さ れ 、

庶 民 と密 着し た川 でし た 。

118 中川
都 市 河 川と し て は川 幅 か 広 いう え に水 鬣も 多 く、

開 放 感 の あ る 景 観 か 楽し め ます 。上 流 では 古 利 根

川 と 呼 ば れ 、埼 玉 県 を 境 に中 川と なり ま す。昔 は 。

江 戸 川 と並 ぶ 水 上 行 路 の 要 とな って い まし た。

119 花畑運河
花畑 川 は 、昭 和2 年 に中 川 を 通 る 船 の 利 便を は か

る た め に 開 削 さ れ た 運 河 で す。現 在 は 、綾 瀬 川 の

浄化 用 水 の 取 水 路 にな って い ます 。夜 には 、両 側 に

街 灯 かと も り 、ビ ル の 明 りも 手 伝 って き れ いな 夜

景に なり ます 。

● 秋に「足立60 景展」を開 催

足立60 景が決まると 「60景」を題材に、 下

記の 分野で60景展を開催する予定です。120景

の 候補地を参 考に今からその準備をおすすめ

しま す。

募集予 定分野: 絵画、写真、俳句、短 歌

● レ ン ズ で 見 た 足 立 6 0景 展 ・ 写 真 募 集

テ ー マ/ レンズを通してみた足立60 景

対 象/ どなたでも応募可

規 格/ モノクロ・カラー四つ切りまたは

ワイド四つ切り

会 期/ 3 月n 日～16 日

会 場/ 区民ギャラリー( 西新井駅前サテ

ィ4 階)

申込方法/ 直接会場へ作品を搬入

搬入日時/ 3 月9 日、午前10 畤～正午

問合せ先/ 足立区写真連盟 小林O3B70- 341Q　　　　　

または本庁舎( 千住) ・文化振興係

38日2- 1111( 代)

120 荒川の四季豊 か な 水 と 広 い 河 川 敷｡ 数 々 の イ ベ ント や 運 動 、

草 花 の 鑑 賞 など､ 四 季 を 通じ て､ 水 と 自 然 に 親し

め る垠 所で す 。

「足立60景」応募用紙

< 応募方 法> あだち広報「足立60景」特集号に例
示した候 補地120 景の中から、あなたの推薦する候
補地のNOと候補地名を上の縦に記入してください
例示した以外 の候補地の場合は、候補地名のみを
お書きください。
※ 応募は| 世帯| 通、3ヵ所まで、
< 応募資格> 区内在住・在勤・在学の方
< 応募期 間>| 月j O日～| 月3旧

( 到着分まで有効)

( 差出人)


